
2021 年度第 2 回 一橋大学政策フォーラム 

主 催 一橋大学・一橋大学経済学研究科 

共 催 科学研究費基盤（A）「デジタルエコノミーによる国際分業変容の分析」 

一橋大学社会科学高等研究院（HIAS） 

お問合せ  一橋大学経済学研究科 

E-mail: forum211031［atマーク］econ.hit-u.ac.jp

お申込み先 以下のＵＲＬからお申込みください。定員に達し次第，締め切らせていただきます。 

https://zoom.us/webinar/register/WN_C2tmpisATkicXffpM9wMgA 

デジタルエコノミーと 

グローバリゼーション 

日 時  2021 年 10月 31 日（日）14 時 00 分～17時 00 分 

ZOOM ウェビナーによるオンライン開催（参加費無料） 

【第一部】 基調報告 

14:00   挨拶・開催趣旨 石川 城太（一橋大学経済学研究科教授） 

14:10-14:40 柳川 範之（東京大学経済学研究科教授） 
 「デジタル化による距離概念の変化と集積のメリットの変容」 

14:40-15:10 冨浦 英一（一橋大学経済学研究科教授、経済産業研究所プログラムディレクター） 
 「国境を超えるデジタル・データと企業活動のグローバリゼーション」 

15:10-15:40 木村 福成（慶應義塾大学経済学部教授、 
東アジア・アセアン経済研究センターチーフエコノミスト） 

  「デジタル技術と開発戦略：ASEAN と Factory Asia」 
15:40-16:00 休憩 

【第二部】 パネルディスカッション「デジタルエコノミーによる国際分業の変容」 

16:00-17:00     司会：石川 城太 
パネリスト：大久保 敏弘（慶應義塾大学経済学部教授、NIRA 総合研究開発機構上席研究員） 

および、基調報告者 3 名（木村 福成、冨浦 英一、柳川 範之） 
17:00  閉会 

柳川 範之 冨浦 英一 木村 福成 大久保 敏弘 石川 城太



情報通信技術の発達によって大量なデジタル・データの国境を越えた移動・活用が容易になり、生産プロセスの

デジタル化も始まりました。さらにコロナ禍で、リモートワークや eコマースなどが増え、経済のデジタル化が加速

しています。デジタルエコノミーの進展がデータの国家間の偏在や国際分業・企業立地にどのように影響を与え

てグローバリゼーションをどのように変容させるのかについて、この分野の研究で日本をリードする研究者に分

かりやすく整理してもらいます。さらにパネル討論を行うことで、学術的根拠を踏まえた新たなグローバル経済の

ルール・メーキングや経済政策論を発信します。

プログラム 

第一部 基調報告 

14:00 挨拶・開催趣旨 石川城太 (一橋大学経済学研究科教授) 

14:10-14:40 「デジタル化による距離概念の変化と集積のメリットの変容」  

柳川範之 （東京大学経済学研究科教授） 

デジタル化は移動コストを大きく低下させ、実質的な距離を変化させる。しかし、すべての移動

コストがゼロになるわけではなく、オンラインでは伝達できない側面もある。つまり、今起きてい

る革新は、一部の要素の移動コストが大幅に低下する現象であり、それが集積のメリットや、

グローバリゼーションにどんな大きな影響を与え得るかを考える。

14:40-15:10 「国境を超えるデジタル・データと企業活動のグローバリゼーション」 

冨浦英一 （一橋大学経済学研究科教授、経済産業研究所プログラムディレクター） 

経済社会のデジタライゼーション・グローバリゼーションに伴って、国境を越えるデータの移動

が拡大を続けている。他方で、データの国外移転を規制するデジタル保護主義とも呼ぶべき

動きが世界的に広がっている。日本企業に実施した調査結果もまじえて、企業活動の展開、

経済への影響、国際ルールの行方などについて考える。 

15:10-15:40 「デジタル技術と開発戦略：ASEAN と Factory Asia」 

木村福成 （慶應義塾大学経済学部教授、東アジア・アセアン経済研究センター 

チーフエコノミスト）

東南アジア諸国連合（ASEAN）などの新興国・発展途上国においてもデジタル技術の浸透は

急速に進んでいる。デジタル技術導入が比較的単純なマッチング・ビジネスから既存産業のア

ップグレードへと比重を移しつつある中、アジアはどのように Factory Asia との接点を確保し国

際競争力を維持していくべきなのか。開発戦略の改編が求められている。 

15:40-16:00 休憩 

第二部 パネルディスカッション 

16:00-17:00 「デジタルエコノミーによる国際分業の変容」 

大久保敏弘 （慶応義塾大学経済学部教授、NIRA 総合研究開発機構上席研究員） 

木村福成、冨浦英一、柳川範之 （司会）石川城太 
【ウェビナー参加にあたってのご注意】 
■ZOOM の仕様や使い方に関するお問い合わせには対応いたしかねます。
■安定したインターネット環境でご視聴ください。通信料等はご自身の負担となります。
■投影資料等は配布いたしません。録音、録画、撮影、その他の複製行為はお控えください。
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